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女
子
大
学
音
楽
学
科
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
設
置
し
た
い
と

い
う
こ
と
は
、
学
科
創
設
当
初
か
ら
の
念
願
で
あ
っ
た
。
一
九

六
九
年
一
月
、
折
か
ら
来
日
中
の
ド
イ
ツ
・
ク
ラ
イ
ス
社
の
オ

ル
ガ
ン
製
作
技
師
が
女
子
大
学
に
来
ら
れ
、
測
量
が
お
こ
な
わ

れ
た
こ
と
か
ら
話
は
具
体
化
の
き
っ
か
け
を
つ
か
ん
だ
。
ち
ょ

う
ど
ド
イ
ツ
留
学
中
で
あ
っ
た
私
は
、
ボ
ン
に
あ
る
こ
の
会
社

を
た
ず
ね
、
オ
ル
ガ
ン
の
規
模
音
栓
の
種
麺
価
格
等
に
つ

い
て
種
々
話
し
あ
っ
た
。
一
九
七
0
年
に
、
宮
城
学
院
女
子
大

学
が
文
部
省
私
学
研
究
設
備
補
助
金
を
得
て
オ
ル
ガ
ン
を
賊
入

し
た
こ
と
か
ら
、
女
子
大
学
長
の
お
す
す
め
も
あ
り
、
音
楽
学

科
で
は
一
九
七
二
年
度
の
研
究
設
備
と
し
て
、
そ
の
補
助
金
の

申
請
を
し
、
オ
ル
ガ
ン
を
ク
ラ
イ
ス
社
に
発
注
し
た
。
申
請
は

野
さ
れ
、
頌
啓
館
三
階
ス
テ
ー
ジ
の
一
部
補
強
、
改
装
も
終

り
、
外
装
は
日
本
楽
器
で
作
り
、
あ
と
は
本
体
到
着
を
ま
つ
ば

か
り
で
あ
っ
た
そ
の
時
点
に
お
い
て
、
全
く
信
じ
ら
れ
な
い
で

き
ご
と
が
戈
こ
っ
た
。
八
月
末
、
神
戸
港
に
つ
い
た
荷
物
が
は

し
け
ご
と
一
夜
の
中
に
海
中
に
沈
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
汚

染
の
は
げ
し
い
海
水
に
一
晩
つ
か
っ
て
は
、
楽
器
は
台
な
し
で

あ
る
。
ク
ラ
イ
ス
社
と
業
務
提
携
を
し
て
い
る
日
本
楽
器
と
、

船
会
社
、
保
険
会
社
と
の
間
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
や
り
と
り
が
あ

り
、
文
部
省
に
は
再
申
諸
す
る
こ
と
に
な
り
、
す
べ
て
は
ふ
り

川
し
に
も
ど
っ
た
。
同
一
設
汁
図
で
、
二
度
作
る
こ
と
の
な
い

紹

オ
ル
ガ
ン
を
も
う
一
度
作
っ
て
頂
き
、
新
し
い
オ
ル
ガ
ン
は
一

九
七
三
年
十
月
二
十
二
日
分
解
さ
れ
、
八
つ
の
木
箱
に
入
っ
て

頌
啓
館
に
や
っ
て
き
た
。
ク
ラ
イ
ス
社
で
、
数
年
問
オ
ル
ガ
ン

組
立
の
勉
強
を
さ
れ
た
日
本
楽
器
の
津
田
桁
雛
氏
、
他
数
名
の

方
々
の
努
力
で
、
十
二
月
一
日
組
み
立
て
は
完
了
し
た
。

オ
ル
ガ
ン
は
ひ
じ
ょ
う
に
長
い
歴
史
を
も
つ
楽
器
で
あ
り
、

そ
の
性
格
、
音
色
機
能
は
国
に
ょ
っ
て
、
又
、
時
代
に
ょ
っ

て
ひ
じ
ょ
う
に
異
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
性
格
の
両
極
端
に
あ

る
の
が
、
バ
ロ
ッ
ク
ォ
ル
ガ
ン
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
ォ
ル
ガ
ン
で

あ
る
0
 
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
色
に
適
合
す
る
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
っ
た
"
マ
ン
チ
ッ
ク
ォ
ル
ガ
ン
の
一
例
が
、
栄
光
館
の
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
頌
啓
館
の
新
し
い
楽

器
は
、
バ
ロ
ッ
ク
ォ
ル
ガ
ン
の
構
造
原
理
を
も
っ
て
作
ら
れ
て

い
る
。
送
風
菁
こ
そ
電
気
の
力
で
運
転
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
鍵
盤
の
勧
き
、
ス
ト
ッ
.
フ
の
動
き
、
発
音
装
置
に
粘
い

て
は
、
十
七
1
十
八
世
紀
に
完
成
さ
れ
た
メ
カ
ニ
;
式
構
造

原
理
が
、
オ
ル
ガ
ン
製
作
に
船
い
て
、
今
な
粘
も
っ
と
も
す
ぐ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
代
に
お
け
る
一
つ
の
驚

異
で
あ
る
。
折
あ
る
時
、
同
志
社
の
二
つ
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

の
音
色
を
き
き
く
ら
べ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

(
女
子
大
学
教
授
・
鍵
盤
音
楽
)

Ⅱ""""Ⅱ""""Ⅱ""""詐"""Ⅱ11""""1Ⅱ""""11"""酢"""ⅡⅡⅡ"Ⅱ""""""""""""""""Ⅱ""ⅡⅡ""""""Ⅱ""""Ⅱ""""""""""Ⅱ"""ⅡⅡ"ⅡⅡⅡⅡⅡⅡ"

女子大学のバイプオルガン

鴛淵

甜ⅡⅡⅡⅡ11ⅡU1ι肱」1"ι1ⅡU""Ⅱ"ⅡNIT11"ⅡⅡ11Ⅱ""Ⅱ11"ⅡⅡⅡⅡ"ⅡUU"ⅡⅡ"ⅡU11N訂U"""Ⅱ"""ⅡltⅡ""MⅡⅡ"肌"""Ⅱ"↓1肌肱Ⅱ"11ⅡⅡ111"1'1"""1,""ⅡⅡⅡU"ⅡⅡ"1ι

-63 -



"1"N""""Ⅱ""N""Ⅱ""""""NⅡⅡ"Ⅱ"Ⅱ"肌ⅡⅡ,"""朋MⅡ""""""""""""Ⅱ""""""""""Ⅱ"Ⅱ""肌Ⅱ"Ⅱ"ⅡⅡ闘""N"開ⅡⅡ朋Ⅱ"n,"ⅡⅡⅡ朋酌1加NⅡ舶"Ⅱ朋1"

M

-64 -

と

ノ"ー、

竹内力雄

"""ⅡⅡ舶ⅡN闘如ⅡⅡ舶Ⅱ朋Ⅱ"舶酌舶■ⅡⅡ"Ⅱ朗""""""昨"""""Ⅱ""""ⅡⅡ1""""ⅡⅡⅡⅡⅡNⅡⅡ"ⅡⅡ"舶鯛M"Ⅱ卵朋朗舶M肘仙舶朋朋町闘1ⅡⅡUU"肌肌Ⅱ"ⅡⅡⅡⅡ""U■Ⅱ町""

、ーノ

ゾ

匁
44

祝
言

義
塾

予
ノ
南
山
義
塾
一
一
忠
告
=
非
ラ
ス
唯
望
厶
所
ヲ
陳
ス
有
志

諾
君
ノ
篤
志
ヨ
リ
此
美
挙
ア
リ
人
才
陶
冶
ノ
機
械
已
=
具

備
セ
リ
ト
云
へ
シ

0
社
員
二
望
厶
所
ハ
充
分
維
持
方
二
注
意
シ
学
校
ヲ
ジ
テ

一
地
位
二
安
著
セ
ス
日
六
月
六
二
進
歩
改
良
セ
シ
ム
ル
ノ

策
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ス
 
0
教
員
ヲ
撰
択
ス
ル
=
注
意
セ
ザ

ル
ベ
カ
ラ
ス

0
教
員
教
貫
ノ
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ハ
殊
=
至
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員
其
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方
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誤
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ハ

如
何
シ
一
ブ
人
物
ヲ
企
図
ス
ベ
ケ
ン
 
0
今
ノ
教
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多
ク
ハ

人
物
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
以
テ
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目
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ト
セ
ス
月
給
ノ
多
少
=

ヨ
リ
其
所
ヲ
移
シ
月
給
ヲ
貪
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イ
サ
、
力
己
ノ
淫
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ヲ
逞

ス
ル
等
ノ
輩
モ
陸
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窪
出
ス
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ブ
V
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人
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ト
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ヲ
異
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生
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ヲ
ジ
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ハ
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損
減
ス
ル
勿
レ

吉
野
ノ
例
教
員
ヲ
撰
フ
唯
一
人
ノ
掌
握
害
ア
リ
他
人

之
=
喋
凌
ス
ル
ヲ
得
ス
撰
ヒ
=
応
ジ
タ
ル
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員
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一
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時
ノ
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ヲ
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洞
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慕
ビ
之
ヲ
教
へ
タ
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ラ
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廃
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又
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シ
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志
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兄
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ニ
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ノ
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ヒ
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ヲ
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0
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社
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方
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兄
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ヲ
望
マ
ル
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一
一

不
勉
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シ
テ
正
=
成
業
セ
サ
ν
ハ
是
レ
何
レ
ノ
過
チ

(
薮
ノ
中
=
満
足
ジ
テ
居
レ
ト
云
ハ
、
不
都
合
千
万
人

鶴
ト
ナ
リ
飛
揚
ラ
ン
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
ア
プ
ナ
イ
矢
張
我

ト
同
件

0
教
員
タ
ル
者
己
力
雀
ノ
如
キ
人
物
デ
ア
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生
徒
ノ
中
一
一

鶴
ノ
如
キ

0
教
員
ノ
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ハ
大
政
官
ニ
マ
サ
ル

0
卑
賎
ヨ
リ
人
物
生
ス

0
り
ン
コ
ル
ン
ガ
ー
フ
ヒ
ー
ル
ド
京
都
ノ
知
事

0
田
舎
ノ
人
一
一
望
ヲ
属
ス

0
イ
ー
ト
ン
ノ
話
シ

0
真
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ヨ
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自
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ス
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所

0
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ノ
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ト
ナ
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南
山

新
'
島
襄
自
笹



京
都
府
下
、
田
辺
町
の
祠
志
社
教
職
員
住
宅
も

そ
の
景
観
を
整
え
つ
つ
ぁ
る
咋
今
で
す
が
、
こ
の

住
宅
地
の
南
側
を
流
れ
る
普
賢
寺
川
を
隔
て
て
一

つ
の
竹
籔
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
四
十
七

年
二
月
地
元
の
方
よ
り
お
話
し
が
あ
っ
て
同
志
社

の
所
有
と
な
っ
た
も
の
で
、
約
二
千
四
百
坪
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。
学
園
橋
を
渡
り
左
に
折
れ
竹
織

の
中
央
に
来
ま
す
と
「
+
用
山
義
塾
遺
跡
」
と
刻
ん

だ
石
碑
が
目
に
と
ま
り
ま
す
。
昭
和
十
二
年
秋

に
田
辺
町
と
田
辺
郷
士
史
会
が
建
立
さ
れ
た
こ
と

が
そ
の
裏
面
に
誌
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
同
志
社
の
新
島
襄
遺
品
庫
に
は
こ
の
南

山
義
塾
に
対
す
る
「
祝
言
」
と
題
し
た
自
筆
の
メ

モ
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
田
辺
地
方
と
な
か
な
か

関
係
が
深
か
っ
た
訳
で
す
。
こ
の
南
山
義
塾
は
当

時
の
私
立
中
学
校
に
相
当
す
る
も
の
で
、
京
都
の

儒
者
山
口
正
發
が
田
辺
の
先
覚
者
、
有
力
者
に
招

た
な
く
ら
0
こ
こ
う
し
ん

か
れ
て
棚
倉
深
神
社
の
境
内
に
設
け
た
壽
轡
家
塾

が
そ
の
前
身
で
す
。
こ
の
盗
符
家
塾
は
も
と
は
京

都
市
内
衣
棚
通
竹
屋
町
下
ル
に
あ
っ
た
も
の
で
、

明
治
九
年
末
現
在
調
査
の
記
録
に
ょ
れ
ば
、
支
郡

学
を
教
授
し
教
員
一
人
生
徒
八
人
、
と
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
明
治
十
年
三
月
一
日
付
で
田
辺
へ
の

転
塾
届
が
山
口
正
養
名
で
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
辺
地
方
の
小
学
校
を
卒
え
た
向
学
心
に
燃
え

る
青
年
た
ち
や
社
会
の
要
求
に
応
え
る
、
へ
く
、

こ
の
塾
を
発
展
的
に
解
消
し
て
明
治
卜
四
年
十
月

に
生
ま
れ
た
の
が
南
山
義
塾
で
あ
り
、
仮
校
舎
が

設
け
ら
れ
た
の
は
義
塾
記
念
の
石
碑
を
背
に
田
の

中
の
道
を
百
米
程
歩
ん
だ
所
に
あ
る
高
木
町
公
民

館
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
そ
う
で
、
そ
こ
に
、
悪
の
標

識
が
あ
り
ま
す
。
明
治
十
五
年
に
な
っ
て
今
の
竹

遺
跡
石
碑

籔
の
と
こ
ろ
に
堂
々
た
る
学
校
設
備
が
完
成
し
た

と
の
こ
と
で
、
授
業
内
容
も
り
つ
ぱ
に
整
っ
て
粘

り
、
学
業
規
則
、
試
験
規
則
も
精
細
に
定
め
ら
れ
相

当
の
も
の
だ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
こ
の
義
塾
の
発

起
人
の
方
々
は
こ
の
地
の
先
覚
者
、
有
力
者
で
あ

り
同
時
に
民
権
運
動
家
で
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
の

義
塾
も
南
山
城
地
方
民
権
運
動
の
一
つ
の
拠
点
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
教
師
陣
に
は
宮
津
の
天

橋
義
塾
卒
業
生
木
村
栄
吉
氏
も
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
や
が
て
南
山
義
塾
は
明
治
十
八
年
二
刃

に
、
そ
の
校
舎
財
産
の
す
べ
て
を
寄
付
し
て
、

府
に
移
管
さ
れ
、
京
都
府
立
三
山
木
中
学
校
と
な

つ
て
解
消
す
る
訳
で
す
。

以
上
、
南
山
義
塾
の
大
略
に
つ
い
て
で
す
が
、

氏
権
運
動
と
い
え
ば
、
宮
津
出
身
の
民
権
運
動
家

小
室
信
介
、
沢
辺
正
修
を
記
念
す
る
小
室
・
沢
辺

文
庫
が
明
治
二
十
四
年
に
同
志
社
に
寄
託
さ
れ
、
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そ
の
名
は
我
々
に
身
近
か
な
も
の
で
す
が
、
こ
の

同
志
社
に
ゆ
か
り
の
深
い
民
権
運
動
家
の
一
人
沢

辺
正
修
が
、
明
治
五
年
、
さ
き
の
棚
倉
孫
神
社
境

内
に
仮
校
舎
の
設
け
ら
れ
た
田
辺
小
学
校
の
教
師

と
し
て
招
か
れ
て
粘
り
、
こ
の
沢
辺
の
力
が
あ
十

か
っ
て
こ
の
地
方
に
民
権
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
沢
辺
は
さ
き
に
挙
げ
た
山

口
正
養
の
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
記
憶
さ
る
べ
き

で
し
ょ
う
0

と
こ
ろ
で
、
横
井
小
楠
、
同
志
社
熊
本
バ
ン
ド

の
生
成
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
勝
海
舟
を
し

て
「
粘
れ
は
今
ま
で
に
天
下
で
恐
ろ
し
い
も
の
を

二
人
見
た
。
そ
れ
は
横
井
小
楠
と
西
郷
南
洲
と

だ
」
と
い
わ
し
め
た
こ
の
小
楠
を
明
治
二
年
一
月

五
日
寺
町
丸
太
町
下
ル
下
御
霊
神
社
前
に
て
墾
っ

た
刺
客
六
人
の
う
ち
四
人
が
京
を
脱
出
し
て
田
辺

普
賢
寺
の
南
朝
と
ゆ
か
り
の
深
い
南
山
郷
士
の
一

人
大
庄
屋
田
宮
家
を
た
よ
っ
て
来
て
い
ま
す
。
当

時
の
田
宮
家
当
主
貞
清
の
実
弟
で
仲
嶋
家
へ
養
子

に
出
た
仲
嶋
武
臣
が
小
楠
暗
殺
者
た
ち
と
同
志
の

関
係
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
暗

殺
者
連
は
数
日
後
田
宮
家
か
ら
逃
走
す
る
の
で
す

彼
ら
は
変
名
し
て
一
書
を
田
宮
家
に
残
し
て

、

がい
ま
す
。
「
打
物
の
鋭
も
鈍
も
大
丈
夫
の
こ
こ
ろ

の
内
に
あ
ら
む
と
そ
お
も
ふ
無
芸
大
(
食
)
」
、

「
今
更
に
名
残
を
お
し
む
郭
公
ま
た
一
声
を
聞

か
ま
ほ
し
さ
に
:
:
・
・
題
中
嶋
盟
兄
、
名
残
を
粘
し

み
て
子
安
地
蔵
之
助
」
、
「
霊
剣
一
振
天
下
治

子
安
地
蔵
之
助
中
村
君
」
。

.

.

.

.

.

.

時
代
は
十
数
年
下
っ
て
田
宮
家
の
当
主
と
な
っ

た
田
宮
勇
と
、
横
井
小
楠
の
思
想
が
結
実
し
た
と

も
い
う
べ
き
熊
本
洋
学
校
か
ら
生
ま
れ
た
、
い
わ

ゆ
る
熊
本
バ
ン
ド
を
同
志
社
に
迎
え
た
新
島
襄
と

の
問
に
大
学
設
立
を
め
ぐ
つ
て
交
渉
が
生
ま
れ
る

の
で
す
。
明
治
十
六
年
三
月
三
日
付
の
田
宮
勇
宛

新
島
襄
書
簡
が
田
宮
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
て
新
島
遺

品
庫
中
に
あ
り
、
当
時
明
治
専
門
学
校
と
称
し
た

伺
志
社
大
学
設
立
に
つ
い
て
の
依
頼
が
陳
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
田
宮
家
に
は
明
治
二
十
一
年

二
月
十
七
日
付
の
新
島
襄
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
御
珍
敷
馬
鈴
曹
御
投
与
被
下
難
有
受
納
仕

候
何
レ
拝
眉
之
節
万
々
御
礼
可
申
上
候
早
々
以

上
・
・
・
・
:
」
と
あ
り
ま
す
。
何
か
し
ら
不
思
議
と
も

い
う
べ
き
つ
な
が
り
な
の
で
し
ょ
う
か
。

(
社
史
凌
料
編
集
所
女
員
)

同
志
社
九
十
年
小
史

(
同
志
社
々
史
々
料
編
集
所
編
)

同
志
社

雑
誌
「
新
島
研
究
」
同
志
社
新
島
研
究
会

新
島
襄
(
和
田
洋
一
薯
)

日
本
基
督
教
団
出
版
局

※
比
較
的
参
照
し
や
す
い
も
の
を
掲
敬

新
島
襄
研
究
参
考
図
害

同
志
社
校
友
会

国
イ
ぐ
0
仁
=
皿
ゆ
門
ご
N
イ
m

新
島
先
生
書
簡
集
(
森
中
章
光
編
)同

志
社
校
友
会

新
島
先
生
書
簡
集
1
続
(
森
中
章
光
編
)

同
志
社
校
友
会

新
島
襄
書
簡
集
(
同
志
社
編
)
 
1
岩
波
文
庫

岩
波
書
店

新
島
襄
先
生
(
徳
富
蘇
峰
著
)
同
志
社
出
版
部

新
島
襄
1
人
と
思
想
(
魚
木
忠
一
著
)

同
志
社
出
版
部

新
島
襄
(
岡
本
清
一
薯
)
同
志
社
出
版
部

新
島
先
生
と
徳
富
蘇
峰
(
森
中
章
光
薯
)

同
志
社


